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議 事 日 程  （第１号） 

 

令和６年11月１日（金）午前10時開会 

 

日程第１        会議録署名議員の指名 

日程第２        会期の決定 

日程第３ 議案第100号  湖西市学校給食センター整備・運営事業の契約締結について 

日程第４ 議案第101号  令和６年度湖西市一般会計補正予算（第６号） 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開会 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、これより

令和６年第３回湖西市議会臨時会を開会いたします。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。撮影

を許可した者には許可証を交付しておりますので、

御報告いたします。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 続いて、事務局長から報告事

項を申し上げます。 

  〔議会事務局長 内山浩二登壇〕 

○議会事務局長（内山浩二） 議案書の受理につい

て申し上げます。第３回臨時会に市長から提出され

ました議案は２件でございます。その内容は契約案

件１件、令和６年度補正予算１件でございます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（馬場 衛） 次に、損害賠償の額の決定及

び和解について、市民安全部長から報告がございま

す。市民安全部長。 

  〔市民安全部長 山本健介登壇〕 

○市民安全部長（山本健介） 地方自治法第180条

第１項の規定に基づき、損害賠償の額の決定及び和

解に関しまして行いました専決処分について、同条

第２項の規定により御報告申し上げます。お手元の

報告書を御覧いただきたいと存じます。 

 この損害賠償につきましては、令和６年３月２５

日月曜日、午後２時45分頃、湖西市白須賀の国道42

号潮見坂にて、職員の運転する公用車が豊橋方面に

走行中、上り坂で速度が落ちたためアクセルの踏み

込みを少し強めたところ、右カーブが終わる手前で

時計回りにスリップして車体が回転し、そのまま制

御不能となって反対側斜線のガードレールに衝突、

さらに直後、対向車が公用車の左側面に衝突したも

のであります。 

 このため、損害賠償の額として対物事故分167万

2,534円、対人事故分52万7,730円を市が支払うこと

として和解が成立しましたので、令和６年10月21日

に専決処分させていただきました。賠償額の対物事

故分と対人事故分を合わせました220万264円は、全

額が保険で補塡されます。 

 今回の事故の原因でございますが、職員の運転す

る車両がふだんから乗り慣れていないトラックであ

ったこと、現場が雨上がりの滑りやすい路面であっ

たこと、トラックにはまだ荷物を積載していない状

態であり、後輪への荷重がかかりにくく滑りやすさ

が増していたことなどが考えられます。 

 職員に対しましては、事故の発生状況を共有する

ほか、その時々の状況や車両に応じた運転を行うよ

う指導したところであります。御理解を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○議長（馬場 衛） 報告事項は終わりました。 

 ここで市長の挨拶がございます。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 改めましておはようございま

す。臨時議会で提案事項を上程させていただきまし

たので、御審議のほどどうかよろしくお願い申し上

げます。 

 給食センターは、これは長いことというか大分湖

西市初のＰＦＩとして検討を重ねてまいりました。

そして、ここまでまた様々な事項、またコロナもあ

りましたし物価高騰なんかもありましたけれども、

ここまでたどり着くことができました。また、これ

からのＰＦＩ事業に向かって市民サービスの向上、

子供たちへの給食の提供ということで、おいしい給

食等へ引き続き御審議をいただければというふうに

思っております。 

 補正予算のほうは、今日ちょうどといいますか御

寄附をいただきましたので、今回、補正予算を提案

をさせていただきました。こちらのほうも議会のほ

うでお話をいただいてましたユニバーサルシートに

充てることができましたので、ぜひそういった形で

補正予算の御審議のほどをよろしくお願いを申し上

げます。 

 あとは、ちょうど今また台風が来ておりまして、

台湾のほうが被害を受けているというような報道も

されておりました。もう温帯低気圧に変わるようで

すけれども、週末の天気が崩れるようです。今、秋

の様々なイベント、行事のシーズンになってまして、

10月は秋祭り等を各地区で行われましたけれども、
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今週末もまた、来週末も様々な秋の行事、各地で予

定されております。天気が心配ですけれども、コロ

ナを乗り越えて様々な行事が行われるようになって

きましたので、またそういったところをぜひ皆様に

も、お天気の心配はありますけれどもぜひ御参加、

そして市民の皆さんとの対話・意見交換を引き続き

お願いできればというふうに思っております。 

 冒頭の挨拶は想定してなかったので、すみません、

全くアドリブで今やらせていただきました。本日も

御審議をよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 挨拶は終わりました。 

───────────────── 

午前10時06分 開議 

○議長（馬場 衛） これより、本日の会議を開き

ます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 会議録署名議員の

指名を行います。 

 会議録署名議員に、３番 寺田 悟議員、４番 

山口裕教議員を指名いたします。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第２ 会期の決定を議題

といたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日

とすることに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 御異議ございませんので、そ

のように決定いたしました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第３ 議案第100号 湖

西市学校給食センター整備・運営事業の契約締結に

ついてを議題といたします。 

 事務局長に朗読させます。 

  〔議会事務局長朗読〕 

○議長（馬場 衛） 市長に提案理由の説明を求め

ます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 議案第100号につきまして御

説明を申し上げます。 

 湖西市学校給食センター整備・運営事業につきま

しては、公募型プロポーザル方式により契約の相手

方を選定いたしました。 

 基本協定の締結を経て行われた契約協議の結果、

双方合意に達しましたため、株式会社湖西スクール

ランチと69億4,081万3,668円で契約を締結しようと

するものでございます。 

 なお、設計・工事につきましては、令和９年１月

31日の完成を予定しており、維持管理業務及び運営

業務につきましては、令和24年３月31日までを予定

するものでございます。 

 よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（馬場 衛） 説明は終わりました。 

 質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

 12番 楠議員。 

  〔12番 楠 浩幸登壇〕 

○議長（馬場 衛） 楠議員、どうぞ。 

○12番（楠 浩幸） 12番 楠 浩幸でございます。

議案第100号ですね、湖西市学校給食センターの整

備・運営事業の契約締結についてということで、２

点ほどお伺いしたいと思います。 

 １点目なんですけれども、要求水準書を拝見させ

ていただいたんですけれども、環境負荷についてと

いうことで、水準書にはゼブレディを検討して提案、

省エネルギーに対する具体的な提案を求めるという

ふうに記載がありましたけれども、どのような内容

でやったのか具体的に教えていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 教育次長、登壇して答弁をお

願いいたします。 

  〔教育次長 鈴木啓二登壇〕 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 ゼブレディの関係については、議員全員協議会で

も少し紹介をさせていただきまして、事業者からの

提案ではベルスというもので、そのうちのレベル４

から６の認証を目指すということでした。 

 議員がおっしゃるように、要求水準書ではゼブレ
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ディを検討することとさせていただいてましたので、

そのところで事業者選定委員会におきましても、委

員のほうからそこら辺はどうなんだという意見がご

ざいました。それに対して事業者からの回答は、前

向きに検討していきたいという回答をいただきまし

た。 

 今後、設計とか入っていきますのでその辺をしっ

かり事業者と市で調整をして、可能な限りゼブレデ

ィに向けて調整をしていただきたいと考えておりま

す。 

 それから少し加えさせていただきますと、ゼブレ

ディの認証を取得するには、まずはベルスといった

認証を取得する必要があります。まずはベルスとい

うことで、まずそれが最初のステップかなというこ

とで考えておりますので、そちらのほうを今後の設

計のほうでしっかり協議をしていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） 要求水準書には、具体的な提

案を求めるというふうに記載があったわけなんです

けども、具体的な提案はなかったということでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 ゼブレディに関しては特になくて、まずはベルス

の認証を取得していきたいという提案でございまし

た。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） その担保というのは、どのよ

うに教育委員会として取られようと思ってますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 先ほども少し申し上げま

したが、事業者選定委員会の中でも委員からそこは

どうなんだということがございまして、事業者から

もそこをしっかり前向きにもう一度検討していきた

いということでしたので、同じ答弁になりますがこ

れからしっかり設計協議をしてまいりたいと考えて

います。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） あんまり水かけになっちゃい

かんのですけれども、教育委員会としてどのような

担保を取ろうと考えておられるのかを聞きたかった

んですけども、お願いします。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 同じ繰り返しになります

けど、今回ベルスっていうので給食センターは工場

になるんですね。工場ですとレベル３が相当になる

んですが、その段階の４から６を目指すということ

で、ゼブレディの場合はベルス６が相当ということ

になりますので、まずはベルスの６を目指していた

だけるよう、しっかり協議していきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） 要求水準書の要求をしっかり

と目指していただくように、しっかりとそこは注視

をしていただいて、ベルスの５、６レベルが取れれ

ばゼブレディは取得できるかと思うんですけども、

そこの担保をしっかりと取っていくというお約束を

いただけますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 繰り返しになります。協

議をして、市としても事業者にお願いしていくとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） お約束していただけますかっ

て聞いてるんですけど、どうでしょう。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） すみません、繰り返しに

なります。市からは、しっかりそこを目指していき

たいということでお願いをしていきます。そこは約

束させていただきます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） あまりくどくはやらないんで

すけれども、私たち議会としてもそこは注視してい

きたいなというふうに思います。 
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 ２点目の質問よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○12番（楠 浩幸） 今度は、ほかの議員さんもち

ょっと注目されてるかなと思うんですけども、水準

書の中に浸水対策、それから地盤の液状化に対して

も懸念をされてる記載がありました。これについて

はどのような提案があったのか、伺いたいと思いま

す。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 まず、建物の配置が護岸から６メートルほど離し

た提案になっています。そこは高波対策とかそうい

ったこと、あとは浸水対策にもつながっていくのか

なというところで、そういった提案になっておりま

した。 

 それから液状化対策については、まず事前に市の

ほうで地質調査とか地歴調査、そういったものを事

前にしておりまして、それらのデータを事業者に提

示した上で提案をしていただいております。その内

容については、例えば車両が通るところに１メート

ルほどのセメント処理をするんですかね、液状化対

策をするということになっています。それから地盤

の地質のほうですが、支持層が21メートルぐらいち

ょっと深くなっておりますので、そこはくい基礎と

いうところで24メートル以上のくいを打つという提

案になっております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） ２点の提案があったというこ

となんですけれども、まず浸水対策で建物の設置位

置を湖面から６メートルオフセットして建設をする

ことによって、たしかこれ１メートルくらいの浸水

を懸念する数値があったと思うんですけども、６メ

ートル離すことによって、その浸水を免れることが

できるというエビデンスのようなものはありますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 津波浸水被害の想定エリアというのが、護岸から

１、２メートルというエリアに今なってるんです。

ちょっと遠いですけどこの辺になってるんです。こ

のエリアから離れるように、６メートル離してると

いうことになっております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） 大丈夫なんですね。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） あとすみません、付け加

えますと、地盤面から高さを１メートルかさ上げし

て建物を建つということになっております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） 少し安心をしました。 

 それから、液状化の部分については岩盤まで21メ

ートルのくいを打つことによって、建物は担保でき

るかなと思うんですけども、搬送路について地盤改

良として１メートルのセメントを打つということな

んですが、これで液状化の防止が図れるということ

で理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 先ほども少しお話ししま

したが、車が通るところ、駐車場に入るところであ

ったり建物周囲の車が通るメインのところを液状化

対策するということで、そちらのほうの対策を施せ

ば大丈夫であると考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） 搬入道路についてもくい打ち

を行うということでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） そのところはくいを打た

ないのですが、地盤面から高さ１メートルの深さま

で掘り下げまして、そこをコンクリートで固める、

セメント処理をするというような対策をすることに

なっています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） ということは、くいは打たな

いということなんですね。液状化になったときに搬

入路が、建物は残ったとしても搬入路は大丈夫だよ

というのは、この１メートルのセメントで大丈夫だ
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ということでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 冒頭少し申し上げました

が、市で事前に行った地質調査であるとか地歴調査

であるとか、そういったデータを渡したもので専門

業者が設計のほうを行っております、外構も含めて

行っておりますのでそこは大丈夫だという提案で考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠議員。 

○12番（楠 浩幸） ということで、その提案を承

認したということでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） そのとおりです。 

 以上です。 

○12番（楠 浩幸） 分かりました、以上で質疑を

終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、12番 楠 浩幸議員

の質問を終わります。 

 次に質疑のある方はございませんか。 

 １番 相曽議員、どうぞ。 

  〔１番 相曽桃子登壇〕 

○議長（馬場 衛） １番 相曽議員、どうぞ。 

○１番（相曽桃子） １番 相曽桃子です。同じく

議案第100号 湖西市学校給食センター整備・運営

事業の契約締結について、ちょっと質問させていた

だきます。 

 事業の目的といたしまして、施設整備の老朽化が

進んでいること、また衛生管理の向上や食物アレル

ギーなどへの対応などの安全・安心な給食提供に関

して課題を抱えているため、子供たちに安全・安心

でおいしい給食を安定的に提供していけるよう、新

たに給食センターを整備し、学校給食、衛生管理基

準等を満たす安全・安心な学校給食の提供を確保し、

効率的な学校給食事業の実現を目指すとあると思い

ます。 

 そこで、施設整備の老朽化は理解ができるのです

けれども、衛生管理の向上や食物アレルギー等への

対応など、安全・安心な給食提供に関しまして、課

題というものは具体的にどんなことを示しているの

か、また給食センターが整備されるとその課題はど

のように解決されるかを伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。教育次長。 

  〔教育次長 鈴木啓二登壇〕 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 まず課題についてということで、老朽化もしてる

ということで、あと衛生的なところでいいますと汚

染区域と非汚染区域がしっかり区分けされていない

ということ、あとは床面がドライ化されてない、そ

ういった面が衛生面として課題であるというところ

です。あと、アレルギーというところで申しますと、

専用の調理室が今現状では設けられていないという

ことが課題であるということです。 

 今後、給食センターができましたら、それら汚染

区域と非汚染区域はしっかり区分けすることも当然

のことながら、床面もドライ化するといったところ

で、安全・安心な給食・調理ができるものと考えて

おります。それからアレルギーについては、専用の

調理室を設けますので、そこで配缶まで行うという

ことで、アレルギー物質への混入リスクも防げるも

のと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 今アレルギーの話が出たんで

すけれども、アレルギーに対応した食事は最大50食

ほどを提供される予定というふうになっていたと思

います。現状、市内でアレルギーに今対応した食事

を提供している食数の現状は今どれぐらいなのかと

いうところと、またアレルギーの重症度、お子さん

によっていろいろレベルはあると思うんですけれど

も、それによって学校給食センターでも対応できな

いと判断することも想定されているのかをお伺いい

たします。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 現在、アレルギーで対応が必要な児童生徒は大体

90人ぐらいいらっしゃいます。ただ、それぞれ品目

によってそのアレルギーが卵だとか乳だとか、そん

なところでありまして、一度にその日の給食で提供
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するということはありません。まず、そこだけちょ

っと申し上げておきます。多いのが卵と乳ですね、

そちらのほうで人数は重なってたりもします。卵も

駄目、乳も駄目というお子さんがいらっしゃいます

ので、その人数が12名となっています。 

 それから重症度のところで申し上げますと、重篤

な児童生徒のアレルギー等の判断、対応、管理につ

きましては、これから献立表、今も献立表とかある

んですが、その献立表にアレルギー対応欄、例えば

除去食の対応を希望するのか、代わりの料理を家か

ら持参するのか、できないのか、それとも品数が減

っても給食を食べるか食べないかといった項目なん

かもちょっと検討して、それは保護者に記入しても

らうということを考えていますが、その辺は今後も

保護者の確認をしっかり取りながら実施していきた

いと考えております。 

 いずれにしましても、今月も給食センターの先進

地視察へ行ってまいりますが、そういった運営面も

しっかり勉強してきて、特にアレルギー対策につい

ては、湖西市に合ったやり方・方法を考えていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 一番最初に今アレルギーを抱

えているお子さんが90名ほどいらっしゃって、もち

ろんみんながみんな同じ卵と乳ではなくて細かいと

いうことですが、今後、給食センターになりますと

１つのメニューで進んでいくと思います。今は自校

式で多少メニューが違ったりというところがあると

思うんですけれども、市内全体で統一されると今90

名いらっしゃる中で、今50食ほどマックス提供され

るということなので、ちょっと足りなくなったりと

かっていう懸念がこの90名を聞いてしまうとあるん

ですけれども、そこの心配は要らないというふうに

解釈をすればよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 先ほどの90名というのは、例えば卵で10人、カニ

で何人、エビで何人、イクラで何人とかそういった

トータルで90人というところで、それぞれお子さん

が私は卵が駄目、エビが駄目といったことになるか

と思います。給食センターで提供するのは、こうい

ったアレルギー物質が入った品目は１日１品目と要

求水準書でも言ってますけど、そのような対応をし

ていきますので、90人ではなくて大体１品目で10人

前後となっていますので、将来的には50食までは対

応できるような質を設けてくださいというような、

要求水準としてあります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） あと一つ確認しておきたいん

ですけれども、今そのアレルギーをお持ちのお子さ

んが学校給食では対応できないので、持参している

人数というのは今市内でどれぐらいいるか確認でき

ますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 完全にお弁当を持ってこ

られるお子さんは今１人いると聞いております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） これからはそのアレルギー対

応については検討していく段階ということですので、

なぜ私がここで今確認したかといいますと、先日、

議会報告会がございまして、保護者の方からもやは

りアレルギーの対策は、非常にシビアに考えていら

っしゃるということでございましたので、しっかり

検討していただいて、対応する保護者の方、またお

子さんが安心・安全で給食が食べられるように検討

のほうを引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 ちょっと質問内容が変わります。２番目に。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員ちょっとお願いがあ

りますが、契約締結に関する部分とあと仕様書の部

分についての確認はよろしいですけど、あとの部分

につきましてはこれから後の一般質問等でやってい

ただきたい部分がございますので、一応答弁ができ

るかできないかだけは確認させていただきたいと思

いますが、よろしいですか。 

○１番（相曽桃子） 分かりました。 

 一応、市が行う業務の中に広報業務というものが

入っておりました。市は園児、児童生徒及び保護者
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などに対して、広報を行うというふうになっていま

すけども、具体的にどのように広報するのかという

ところをお伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 市の業務、確かに広報業務ということで仕様書に

も入れさせていただいております。今学校で献立表

とか給食だより、こういったものを学校で発行して

おります。今後、給食センターができればそちらの

給食センターに一括して、そのようなことをこれか

ら継続して行っていくということになります。 

 それから、給食センターということですので調理

してる現場なども現地視察というか見学、そういっ

たことも広報業務の一つかなと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） それでは、まだ具体的に何を

するというのは、決まっていないというとこでよろ

しいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 今と同様に献立表、それ

から給食だよりで、しっかり食育の推進とかそうい

ったものにつなげていけるような広報をしていきた

いと考えております。また、先進地なんかに行って

その辺もちょっといろいろ御教示いただきながら、

しっかり取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 分かりました、終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、１番 相曽桃子議員

の質問を終わります。 

 ほかに、17番 神谷議員。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○議長（馬場 衛） 17番 神谷議員、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。同じく議案

第100号について質疑を行わせていただきます。 

 まず、給食センターの整備・運営事業の契約締結

ということでありますが、その合算した金額が契約

金額の69億4,081万3,668円ということでありますが、

もし説明が可能であれば、整備費用と運営事業を御

説明願いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

教育次長。 

  〔教育次長 鈴木啓二登壇〕 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 ざっくりした数字になってしまいますが、整備事

業費用といたしましては約30億円、それ以外は運営

費ということで御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。こう

いったものを10月23日の議員全員協議会資料でもあ

りますけども、まず９月20日に優先交渉権者のメフ

ォスグループと基本提携を締結しました。そこの会

社がＳＰＣ特別目的会社、今回は湖西スクールラン

チっていう株式会社さんですけども、そこを設立し

たことが報告されました。この特別目的会社ってい

うのは、まずは直接的に事業は行わないっていう解

釈でよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 ＳＰＣ特別目的会社の中には、グループとして建

設企業も入っていますし運営企業も入っていますし、

あとは設備とか調理器材とかそういった業者が入っ

ていますので全てを行っていく、このスクールラン

チという会社が全て行っていくことになります。設

計、建設、運営、業務を行っていただくことになり

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、先ほど同僚議

員も質問ありましたけども、実際に給食を調理する

ところというのはどこになるかということをお聞き

してもよろしい、そこまでまだ決まっていない、議

員全員協議会の資料を見ましても建設とか云々とい

うのはいいんですけど、やはり湖西市の子供たちに

給食を提供するということでは、どこが入って給食

を作って提供するのか、今まで現在も関わってくだ

さっている業者さん入ってますよね、学校に。ああ

いうふうに明確になっていると分かりやすいんです
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けども、今回の資料をちょっと見ただけでは判断し

かねるものですから、お伺いできればと思います。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） グループ会社の特に代表

企業となっております株式会社メフォス、こちらの

ほうが主に給食業務・調理業務を担当していくこと

になります。雇用については、例えば提案では今従

事している方の御意向があればそのまま雇用したり

とか、そういったことも聞いております。いずれに

しても、運営の中心となる給食の調理をするのはメ

フォスという会社が代表となってやっていきます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員。 

○17番（神谷里枝） 私の浅知恵なんですけども、

このメフォスグループというのは給食委託会社を紹

介するというか探すとか、そういうとこのように思

ったんです。そこが締結して、特別目的会社を立ち

上げた。実際に調理を担当するところが、メフォス

も多分１万7,000人ぐらい従業員の方がいるかと思

いますが、そこから湖西市に派遣されて湖西市の学

校給食を調理するんですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） メフォスという会社は、

議員も御承知かと思いますが全国展開しておりまし

て、近場では豊橋市の給食センターもあったり、県

内でも何か所かやってると、全国でも500何か所か

給食センターも含めてやっているっていう実績もあ

るところになっております。 

 本社は東京都ですが、それぞれ支社があったりす

るもんですから、今回は湖西市内にスクールランチ

というメフォスも入りますし、建設業者も入ります

し設計業者も入りますし、そこで企業体として１つ

のスクールランチという会社をつくって、全てを行

っていくということになります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員。 

○17番（神谷里枝） 委託というか、お願いしてま

たお願いしてというちょっとぐるぐる回ってしまう

ような感覚もないではないんですけども、そういっ

た中でもし、先ほど仕様書という御指摘もありまし

たけども、多分１日4,000食ぐらいで締結していこ

うとしていらっしゃると思います。そういった中で、

今児童数も減少云々って言ってったときに、その数

字を満たされなかった場合等についても、そういう

こともしっかり締結していこうということでなって

るんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 確かに少子化が進行してるということで児童数も

減っていく、それから今学校再編なんかもやってお

りまして、配送校の数も変わることが予測されます。

そういったものも契約のほうに、今後の変更協議と

いうところで盛り込んでまして、例えば配送校が減

るなら市から申出をする。それから、例えば法律的

なことで変更があったりすれば事業者から、お互い

双方協議をしていくという項目も契約書の中に入れ

てありますので、そういったことが起きたら協議を

して、要するに合意的な必要が認められる場合とい

うことになっていきますが、そこは変更、協議をし

ていって今後のサービス対価の増減を決めていくこ

とになっていくかと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。そういった変

更協議も行っていくということも確認できましたの

で、やっぱりどんどん給食費も上げていかないとと

か、無償化の問題もありますけどもそういった細か

いこともいろいろ懸念されますので、最初に締結す

るときにしっかりそういった契約を結んでいただけ

ればと思います。 

 仕様書って言われちゃうかもしれませんけども、

この食育の推進というところでシェフードと連携し

た食育推進というのもあったんですけども、このシ

ェフードというところの実態もしっかり把握されて

いらっしゃいますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 シェフード、有名店のシェフなんかがそこに入っ

たグループと私は理解してるんですが、そんな方た

ちも呼んでそういった食育、いろいろお話をしても
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らうだとかそんなことをしてもらうということを提

案をいただいています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。本当

に、テレビに出てるような有名シェフも関わってい

るようですので、そこら辺は食に関心を持っていっ

てくれれば子供たちが、そんないいことはないかな

と思います。 

 分かりました。以上で私の質問を終わります。あ

りがとうございます。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝議員

の質疑を終わります。 

 ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて、委員会の付託を省略すること

に御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第100号について採決いたします。

本案を原案のとおり承認することに賛成議員の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第100号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第４ 議案第101号 令

和６年度湖西市一般会計補正予算（第６号）を議題

といたします。 

 なお、議案の朗読は省略いたします。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 議案第101号につきまして御

説明をいたします。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ77

万円を増額し、総額を262億5,699万円にしようとす

るものでございます。 

 補正予算の内容といたしましては、健康福祉セン

ターおぼと１階の多目的トイレにユニバーサルシー

トを設置するため、修繕料を増額するものでござい

ます。 

 財源といたしましては、一般寄附金を充てて対応

するものでございます。 

 よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（馬場 衛） 説明は終わりました。 

 質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて、委員会の付託を省略すること

に御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第101号について採決いたします。

本案を原案のとおり承認することに賛成議員の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第101号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 今臨時会は、影山市長の任期中最後の本会議とな

りますので、市長から一言御挨拶をいただきたいと

思います。市長、よろしくお願いいたします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 臨時議会で議案の御審議をい

ただきましてありがとうございました。また、議会

後といいますか、議会の審議後にこのような貴重な
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機会をいただきましてありがとうございます。 

 先ほども議長からありましたけれども、今回の議

会が最後ということで、２期８年、あっという間の

ような、逆に何十年もここで過ごしたというか何十

年も働かせていただいたような、いろんなことがあ

り過ぎたような、ちょっと頭の整理がつかないとい

うか、まさか歌舞伎まで演じるとは思ってませんで

したし、そんな今、率直にはそんな状況ではありま

す。 

 2016年（平成28年）４月、約８年半ちょっと前ぐ

らいだったと思います。42歳で湖西市に帰ってきま

した。18歳で高校卒業してからしばらく湖西市には、

お盆とか正月ぐらいの帰省だけだったものですから

久しぶりに帰ってきて、それから市内をいろいろ動

いたり回らせていただいたりしました。 

 そういったときだとか、あとは市民の方とお話し

するとき、またこういった2016年（平成28年）12月、

市長になったとき、今この議場にも初めて来させて

いただきましたけれども、市役所というか湖西市が

というか何とも言えない雰囲気、失礼な言い方かも

しれませんが閉塞感というか欝憤がたまってるよう

な雰囲気、言葉にするのが難しいんですけどいろん

な方が世の中というか市というか、怒ってるような

雰囲気、またそれを受ける側もこれも言葉にするこ

とが難しいんですけど、平成も28年ぐらい今たって

るんですけれども、その当時も失礼ながらこの町の

雰囲気が昭和というか、市役所では何回も言いまし

たけど昭和のぬるま湯の雰囲気というか、動かない、

変わらないような雰囲気を失礼ながら感じておりま

した。 

 そして、市長としての仕事がスタートしていろん

なお言葉というか、毎日が針のむしろといいますか、

右往左往したり紆余曲折だったり罵詈雑言を浴びた

りというか、ちょっと後ろ向きなキーワードばっか

りじゃいけないんですけれども、そんな感じで何度

も心は折れかけましたけれども、やっぱりやるから

にはやるしかないなということだったり、前向きに

前を向くしかないなというような思いを持って、腹

をくくってといいますか、文字どおりに毎日全力投

球でやらせていただいた８年間だったかなというふ

うに今振り返って率直には思っています。 

 当時の政策といいますか、こういった前もここで

お示ししたかもしれませんが政策のリーフレットも

つくらせていただいて、今大分これがもうできたも

のがあったり現在進行形のものもあったりというの

は様々ですけれども、こういったものを考えながら

当時も走り回ったり走りながら考えてるうちに、市

民の皆さんだったり企業の方々、もちろん市役所の

職員さんだったり本当に多くの方々のお力とか御協

力をいただいて、その当時言われていた湖西病院と

か市民複合施設だとか子育て支援、地域医療、道路

や河川のインフラ整備、脱炭素、防災、観光、産業

振興、様々各種の計画もつくりながら現在進行形で

様々な物事を進めさせていただいているところです。

個別の中身を一つ一つ取り上げると切りがありませ

んので、目の前のそういった課題とか事業だけでは

なくて、コロナ禍もありましたけれども一つ一つの

事務事業だけではなくて湖西市として持続可能な発

展、湖西市が滅びないようにといいますか、持続可

能なために例えば中長期のモノづくりの人材育成で

すとか産業ネットワーク、土地の利活用の推進、宅

地だったり工業・商業用地だったりということを、

これは本当に市民の方々、企業、また湖西市以外の

自治体だったり自治体との広域連携だったり様々な

関係者の方々と一緒になって、未来の湖西調査事業

とか提案制度とかいろんなものを創設しながら、制

度もつくりながら予算も考えながら公民連携したり

官民共創したり、広域連携を行って様々な分野で物

事が動き始めたのかな、止まっていたものが動き始

めた、転がり始めているのかなというふうには個人

的には感じさせていただいております。 

 もちろんまちづくりは永遠ですしゴールがないも

のだと思います。今もこれからも様々な市民の方だ

ったり、様々多くの御要望だとかそういったものは

いただいてるし、これからもいただくでしょうし、

時代ごとの様々な課題が移り変わったり、もしくは

時間をかけて進めるような政策などたくさんあると

いうふうに思います。 

 僕はこの８年間ということですので、この８年で

種をまいたり芽が出てきたというものもあろうかと
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いうふうに思ってますけれども、土地の利活用をは

じめとする職住近接に向けた、そういった花が咲い

たり実がなったりというのを市民の皆さんが実感す

るのは、10年とか20年先になるのも多いかなという

ふうに考えてます。僕も、それを実現したなという

ふうに感じたり見るのを今から楽しみにさせていた

だいております。 

 他方で、６月議会だったと思いますけれども、退

任します、辞めますというふうに言ってから市民の

方々、または仕事で浜松市とか東京都だったりに行

くたびに、少なくとも100回以上は言われたと思い

ますけれども、何で辞めるのか、どうするのか、湖

西市が変わってきたのに次はどうすんのというふう

に、100回じゃ利かないと思いますけれども言われ

続けたし、この前は市役所の前の駐輪場でもそんな

話をどなたか分かりませんが市民の方に話しかけら

れました。 

 これまで、これは個人的なことになりますが、湖

西市ではもちろんですけれども湖西市に帰ってくる

前、例えば平成13年とか14年の金融危機の頃は金融

庁で竹中平蔵大臣になって、不良債権処理の金融再

生プログラムというものを初めてつくらせていただ

いたりですとか、平成22、3年頃は上海にいて、上

海の日本児学校というのがありまして、人数が多か

ったので子供たちのために高等部をつくろうという

ことになって、世界で初めて高等部をつくったりと

か、なかなか役所にいても前例のないことを多くや

ってきたのかなというふうに自分では振り返ってい

ます。 

 そういった感じで、自分の人生が前例のないこと

をやる人生のなのか、火中の栗を拾う人生なのか、

世間が思うことといいますか、世間を驚かせるよう

な歩みになる人生なのか、自分でも自分の人生がよ

く分かってないんですけれども、いずれにしてもこ

れからは今年50歳になりましたし、人生50年を過ぎ

た一市民として、そして今世の中でも言われ始めて

いる自らがスタートアップとなって、官民共創であ

ったり公民連携であったり行政と企業、団体をつな

いだりして行政だけでは手の届かないところ、これ

は市長としてやってみて非常によく分かりました。

なかなか人だったり予算だったり、その他の制度も

含めて行政だけで手の届かないところもたくさんあ

ります。そういったところを例えば企業の地域貢献、

ビジネスモデル、ＥＳＧ投資、様々今言われてます

けれどもそういったものをマッチングしたり、でき

れば一緒にプロジェクトを行ったりしてソーシャル

ビジネスにつながるような、そして地域が公共交通

だったり今上下水道、またインフラ整備、防災、Ｄ

Ｘなど様々な悩み事、困り事、地域の課題、地域の

困り事を一つでも前に進めるとか、できれば課題の

解決につながるようなそんなことができたらという

ふうに思っておりまして、もちろんうまくいくかど

うかは全く分かりません。正直、自分も辞めますと

言ってからすごい不安と逆にわくわくする気持ちと

両方がずっと混在してるんですけれども、10月30日

の豊田佐吉翁の顕彰祭でも申し上げたとおり、「障

子を開けてみよ、外は広いぞ」の精神も受け継ぎな

がらチャレンジをできたらなと自分では思っており

ます。 

 このふるさと湖西市、僕も生まれ育ったこの大好

きなこのまちだったりこの地域をよくしていく、未

来を担う子供たちの未来に向けても持続可能で、も

っと元気でまたさらに笑顔になれるようなそんな、

立場はこれから変わったとしてもこれまで市長とい

うなかなか経験させていただけない貴重な経験を生

かして、引き続きチャレンジをしていきたいという

ふうに思っております。 

 取り留めのない話になってしまいましたけれども、

地元には居続けて、そしてそういった新しいチャレ

ンジをしていきたいと考えておりますので、ぜひま

た、皆さんとまたどこかで御一緒させていただいた

りすることもあるかもしれません。 

 結びになってしまいますけれども、改めて議会の

皆様、そして様々関係者の皆様に心からこの場を借

りまして感謝、お礼を申し上げたいというふうに思

っております。そして、引き続き一緒に湖西市を、

この地域をよりよいまちにしていけたらと思ってま

す。よりよいまちにしていきましょう。本当にあり

がとうございました。 

○議長（馬場 衛） 任期中の最後の本会議という
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ことで、影山市長から御挨拶をいただきました。長

い間、答弁等をいろいろ頑張っていた、そのことに

つきまして感謝とお疲れさまと一言言いたいなと思

ってます。 

 まだ、12月５日まで１か月余ありますので、最後

まで全力投球でお願いしたいと思います。 

 それでは、これにて令和６年第３回湖西議会臨時

会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 

午前11時01分 閉会 

───────────────── 
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